




［メタルコンテントタイ塩水噴霧試験（サビの発生試験） ｀ 

_....J 

塩水噴霧試験96時間経過後のメタルコンテントタイ各タイプの外観
メタルコンテントタイ

MCTSタイプ(P3)
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メタルコンテントタイ
MCTMPタイプ(P3)

一

サビが発生する

鉄系成分入り結束バンド

一

塩水讀霧試験96時間後、 メ タル コ ン テ ン ト タイ
MCTS · MCTMPタイプでは、製品表面に赤サビの

発生は見られませんでした。

［メタルコンテントタイ耐薬品性試験 ： 
350「

I ==::::: メタルコンテントタイMCTS200-BLU(変性66ナイ ロン製）、MCTS200-PP(ポリ
プロピレン製）に対し、「 硝酸」、「過酸化水素水」、「 次亜塩素酸ナトリウム」、「水
酸化ナトリウム」の耐薬品試験を実施しました。

300 

250 

200 

150 

100 

50 

MCTS200-PP MCTS200-BLU 

MCTS200-BLUは、酸性溶液（硝酸·過酸化水素水）に対して、試験前後で状態変化
を起こし、初期強度を維持できませんでした（過酸化水素水では破断） 。 一方、アル

カリ性溶液（次亜塩素酸ナトリウム・水酸化ナトリウム）では規格強度値を満たして
いますが、試験後は物性が変化しています。
MCTS200-PPは酸性、アルカリ性の両溶剤においても、試験前後で規格強度値を
満たし、物性にも変化がみられませんでした。

一硝酸 一過副切j(素水 次亜塩素酸ナトリウム ー水酸化ナトリウム

ル ープ引張強度試験結果： 111冑��· ツ MCTS200-BLU(P3) 

初期強度 226.8 N 242 7 N 

規格強度 140.0 N 150.0 N 

硝酸(10%) 230.5 N 163.5 N 

薬品浸漬後
過酸化水素水(30%) 222.6 N 破断

(7日間） 次亜塩素酸ナトリウム(10%) 233.5 N 282 0 N 

水酸化ナトリウム(40%) 233.4 N 304.0 N 

［メタルコンテントタイ防カビ抗菌タイプ試験(P4、PS) j 
抗菌力試験
JIS Z2801 : 2000抗菌性能試験法に準拠した抗菌力試験を実施し、使用されている抗菌・防カビ剤の黄色ブドウ球菌と大腸菌に対する抗菌

効果を確認済みです。
試験条件：試験菌を30℃士1℃で培養し、 24時間後に生菌数を測定。
試験結果：抗菌活性値が規定値2.0以上であることを確認した。

カビ抵抗性試験
一般的な生活礫境において生息する71種類のカビ菌への 抵抗性試験を行い、使用されている
抗菌 ・ 防カビ剤の 、真菌への抑制 ・ 防止効果を確認済みです。
試験条件： 71種類のカビ菌を温度28~30℃、 相対湿度85%以上にて28日間培養し、カビ抵抗性

を評価。
試験結果： 28日間（実際の 3~5年間に相当） 後も、カビの発育が認められなかった。 一般的な

プラスチック検体

安全性試験

防カビ抗菌性
プラスチック検体

使用されている抗菌・防カビ剤は、各種生態毒性試験（急性経口毒性試験／急性皮膚刺激性試験／急性皮膚感作性試験／復帰突然変異試験／急性
眼刺激性試験）並びに、細胞毒性試験にて安全性を実証済みです。

•長期問の厳環境でのご使用は、劣化・破断の原因となることがありますので、定期的な交換をお勧めいたします。
・ご使用されている金属検出機、X線検出機の設定条件、製造されている食品の種類などによっては、メタルコンテントタイが検出されない

場合がありますので、事前に実際の使用環境でご確認願います。
・当ペー ジに配戟の技術資料は、試験条件下での参考清報であり、お客様の使用環境下での性能を保証するものではありません。
•主原料の特徴上、生産ロットにより色調が若干異なる場合があります。
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